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主に授業の導入での利用を想定し、必要な知識や行動を考えるきっかけを提供することに主
眼を置いています。
教育目的であれば、著作権を気にすることなくイラストや事例の説明を自由に利用することが
できます。
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目次から各項目にリンクが貼られています。
スライドショーモードにすると、クリックで各項目のページに飛ぶことができます。
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ノート部分の表示内容

・トラブル（場面）の説明

・トラブルに関する注意事項やアドバイス等

・相談窓口の紹介（最寄りの消費生活センターや消費者ホットライン１８８）

【参考】として、トラブル事例に関して紹介しているウェブサイトのURL

（主に国民生活センターのHP）
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